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四角形ABCDの辺AB, BC, CD, DAの中点をそれぞれ E, F, G, Hとし，�AEH,
�BFE, �CGF, �DHGの重心をそれぞれ P, Q, R, Sとする。四角形 PQRSが平行
四辺形ならば，四角形ABCDは四角形PQRSと相似な平行四辺形になることを証明せ
よ。
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四角形 PQRSは平行四辺形であり，
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よって，四角形ABCDは平行四辺形である。
このとき，
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となるから，平行四辺形 PQRSと平行四辺形ABCDは相似である。 (証明おわり)
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